
授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

科目区分

授業形態

サブ
タイトル

担当者

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 － 】

【 － 】 【 － 】 【 － 】 【 ◯ 】

フィードバック

方法

商法（会社法）Ⅰ 【 G 】2 【 G 】2

商法（会社法）Ⅰ 【 H 】2 【 H 】2

商法（会社法）Ⅰ

単位数開講年次
選 択 必 修

【 I 】2 【 I 】2

調査学習 フィールドワーク

双方向アンケート グループワーク 対話・議論型授業 ロールプレイ

プレゼンテーション 模擬授業 ＰＢＬ その他

DP（ディプロマ・ポリシー）② －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）③ －　（当てはまらない）

DP（ディプロマ・ポリシー）④

専門科目

オンライン開講

担当形態 単　独

履修条件 原則として民法概論および商法概論の単位を修得済みであること。

施行規則に定める科目区分又は事項等

会社の機関構造とガバナンス 何　家林

授業概要

【
概
要

】

株式会社を中心に、企業活動を支える法制度の基本構造を学ぶ。出資者と経営者の役割分担を前提に、組織の意思決定と業務執行、監督・監
査の仕組みがどのように設計され、運用されるかを解説する。さらに、利害対立や不正・失敗が生じた場合に、責任追及や救済の枠組みがいか
に機能するかを条文・判例・事例を通じて理解し、制度の目的と限界を踏まえ、実践的に思考できるようになることを目指す。

アクティブラー
ニングの方法

事前学習型 反転授業

科目コード B462-2-X    (科目一覧番号：238)

【
到
達
目
標

】

・株式会社のガバナンスに関する基本構造（出資、経営と監督の分化、及び機関設計の考え方）を説明することができる。
・条文を根拠に制度の概要を整理して、その背後の考え方を説明することができる。
・重要判例について、判断の理屈（規範、判断枠組み、理由付け）と結論を説明することができる。
・学説上解釈が分かれている点について、解釈の違いが生じている理由および各学説の内容を説明することができる。
・事例に即して利害関係を分析し、適用条文と判例を踏まえた結論と理由付けを説明することができる。

評価方法 中間テスト30％、期末試験70％

中間テストと期末試験の答案の返却の際、個別コメントと全員宛に模範解答を送付する。

評価基準
講義内容を十分に理解していると認められる答案にはA評価を付与し、その中でも特に優れたものにはS評価を与える。講義内容を網羅的に理解していると
認められる答案にはB評価、一通り理解していると判断される答案にはC評価を付与する。理解が不十分である場合には、その程度に応じてD評価またはE
評価とする。なお、定期試験欠席など、評価不能の場合には「Ｆ」とする。

他科目との
関連性

会社法を深く学ぶには、民法の知識が不可欠である。民法は、会社法の理論的基盤を提供するだけでなく、実際の会社運営や法律問題にも広く活用されて
いる。民法との関連性を意識しながら学習を進めることで、会社法をより体系的に理解することができる。

高橋美加ほか『会社法〔第4版〕』（弘文堂、2025年）

神作裕之ほか編『会社法判例百選〔第4版〕』（有斐閣、2021年）

教科書

参考書

－　（当てはまらない）

ディプロマ・
ポリシーとの

関連性

DP（ディプロマ・ポリシー）① ◎　（よく当てはまる）



授　業 【 G 】 区 分

【 H 】

科目名 【 I 】

授業回数

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

予習： 復習：

商法（会社法）Ⅰ 【 G 】2 【 G 】2

商法（会社法）Ⅰ 【 H 】2 【 H 】2

授業内容

1

ガイダンス、会社法総論

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

2

株式と株主

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

3

株式の譲渡①

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

4

株式の譲渡②

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

15

総括と期末試験

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

科目コード B462-2-X    (科目一覧番号：238)

13

取締役の第三者に対する責任

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

14

指名委員会等設置会社と監査等委員会設置会社

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

その他
特になし

※G･Hｶﾘ：【選択必修（Ｄ）】　

12

取締役の会社に対する責任

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

9

会社の監査

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

10

取締役と取締役会

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

商法（会社法）Ⅰ

単位数開講年次
選 択 必 修

【 I 】2 【 I 】2

11

利益衝突規制

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

7

株主総会②

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

8

株主総会③

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

5

株式の共有と投資単位の調整

教科書の該当部分（所要時間目安：90 分） 教科書の該当部分、配布レジュメ（所要時間目安：90 分）

6

株主総会①


